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後ろ向き観察研究とし、滋賀県湖南地域において2011年 9 月 1 日から2015年 12 





ナリン使用の有無、病院前での挿管の有無、’病 院 前 で の return of spontaneous 
circulation(ROSC)の有無、.
3 0 日後の生存とcerebral performance _ category (CPC)を抽出した。CPC1，2 を神経学 
的予後良好とした。主要評価項目としては、院外心肺停止患者の3 0 日後の神経学的 
予後とした。副次評価項目としては、病院前 R0SC、3 0日生存とした。


















後、病院前 R0SC、3 0 日生存において関連性は認めなかった。一方で、非ショック適 
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(学位論文審査の結果の要旨）※明朝体 1 1 ポイント、 6 0  0 字以内で作成のこと
本論文は、滋賀県湖南地域における2011年 9 月 1 日から2015年 1 2月 3 1 日の院外心肺停 
止患者 9 8 0例のうち、1 8歳未満や外傷心肺停止症例を除外した8 8 2例による後ろ向き観察研 
究であり、主要評価項目として院外心肺停止患者の3 0 日後の神経学的予後、副次評価項目と 
して病院前R0SC、3 0 日生存について、以下の点を明らかにした。
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